
過労死防止学会 第７回（2022年度）会員総会議事次第 

日 時：2022 年 9 月 10 日（土）16:40～17:10 

 

報告事項： 

１．事務局報告 

・会員の現勢：  

・『学会誌』第２号の発行について  

・第８回大会について  

２．その他 

 

審議事項： 

１．2021 年決算案について 

第 7 回大会収支、学会誌第 2 号発行費用 

  監査報告 

 

２．2022 年度活動計画 

 ・第 8 回大会開催 

 ・学会誌第 3 号刊行 

   一般原稿の募集（10 月 31 日締切） 

 ・第 9 回大会開催について 

  

３．2022 年予算案 

 

４． いくつかの提案 

 (1) 入会申込み書の修正 

 (2) 会員の休会の取り扱いについて 

 (3) 幹事の一部交替について 

 

５．編集委員会からの提案 

 

６．その他 
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過労死防止学会 第７回総会  ２０２２年９月１０日(土) 16:40～17:10 

 

◎事務局からの報告： 

１．現在の会員数 及び 措置退会・自然退会について： 

☆現在の会員数 

・会員数：295 名：2022-09-01 現在 

 ・一般会員：229 名 家族会員：51 名 学生会員：15 名  ※内・住所不明者：10 名 

・年度毎の入会者数  2020 年度: 4 名 2021 年度:17 名 2022 年度:9 名(9/1 現在) 

・年度毎の退会者数   2020 年度:9 名 2021 年度:9 名 

 

☆会費長期滞納者の措置退会について 

・長期滞納者(３期以上滞納)に会費請求と共に「長期滞納者へのお願い」を同封し、「会計細則」付則ど

おりに事務局より滞納分解消への対応を提示： ※2022 年３月と７月に２度送付 

・長期滞納者の措置退会：対象者：２６名（一般会員：２１名 家族会員：２名 学生会員：３名） 

※今期中に措置退会を実施予定：長期滞納者へ通知 

 

☆連絡不明者の退会処理：自然退会について 

・連絡先が長期に不明：１０名（一般会員：7 名、家族会員：3 名）： 自然退会とする 

 

☆措置退会・自然退会を行った後の会員数 

・会員数：259 名：・一般会員：201 名 家族会員：46 名 学生会員：12 名 

 

２．第７回大会について 

・2021 年９月 11-12 日、労働会館・名古屋で会場・オンライン併用報告・参加で開催 

・参加者数（概数）：118 名：（内訳：会場：28 名、オンライン：90 名）、報告者 24 名（内非会員 4 名） 

・第８回大会は、2022 年 9 月 10-11 日 龍谷大学響都ホール（京都）にて開催 

 

３．学会誌第２号発行について 

・発行日は「2022 年 3 月 10 日」： ４００部印刷： 掲載論稿数：２１編 ※第１号は１５編 

・３月７日に会員全員に発送： 現在在庫： ２号 ５８部  １号 ２２部 

・第３号投稿募集１０月末予定：第８回大会共同シンポ・共通論題報告者執筆依頼：来年３月発行予定 

 

 

 

 

 

 

 



 2 

◎審議および資料：  

１．2021 年度決算案   ※次ページ以下の資料参照 

・2021 年度決算案 

・第７回大会収支表  ・学会誌第２号発行費用 

・2021 年度決算監査報告書 

 

２．2022 年度予算案   ※次ページ以下の資料参照 

・2022 年度予算案 

 

３．入会申込項目の修正・追加 

・ホームページからの入会申込項目に不備があるため、改訂を行う 

・追加項目：「推薦者」１名を予定：推薦者がない場合は事務局で対応 

・変更項目：コメント欄：入会動機・専門分野・これまでの活動等の記載を明記 

 

４．会員の休会取り扱い 

※会員より、長期療養のため、会費免除の要望がよせられたため：「幹事会の取り決め」とする案です： 

・会員が病気・事故などで長期の入院や療養が行うことにより、また海外留学や在外在住などによって、

長期間にわたって学会活動に参加できない状態にある場合、当該会員から常任幹事会への申請により、

常任幹事会は当該会員を休会とすることが出来る。 

・休会は年度毎として、休会中の会員は会費を免除され、学会での大会参加・学会誌配布・情報サービス

等の会員の権利が停止される。 

・休会にある会員が復会する場合は、当該会員から常任幹事会への復会の申請により、常任幹事会が決定

し、会費や会員の権利は当該年度からとする。 

・休会期間は原則として最大３年間とし、休会期間終了後に復会申請がない場合、常任幹事会は当該会員

を退会とする。 

 

５．幹事会メンバーの変更 

・幹事の前田博史さんを、秋山正臣さんに変更を提案します。 

 なお、任期は前田さんと同じとします。 

                               ※次ページ以下の資料参照 
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過労死防止学会 役員名簿第４期 2021-2022

代表幹事 常任幹事 氏名 分野 幹事の分野別構成

天笠 崇 医師 研究者（労働法を含む）11

伊藤大一 研究者（労働法を含む） 医師 3

常任幹事 井上千一 研究者（労働法を含む） 弁護士 4

色部 祐 社会保険労務士 社会保険労務士 2

岩城 穣    弁護士 家族の会 3

副代表幹事 常任幹事 粥川 裕平 医師 マスコミ 3

常任幹事 川人 博 弁護士 労働組合 2

川村雅則 研究者（労働法を含む） 合計 28

北　健一 マスコミ

工藤 祥子 家族の会

代表幹事 常任幹事 黒田 兼一 研究者（労働法を含む）

清山 玲 研究者（労働法を含む）

常任幹事 高田 好章 研究者（労働法を含む）

田中　明彦 研究者（労働法を含む）

土谷 良樹 医師

寺西 笑子 家族の会

東海林 智 マスコミ

副代表幹事 常任幹事 長井 偉訓 研究者（労働法を含む）

中部 剛 マスコミ

古川　拓 弁護士

常任幹事 細川 孝 研究者（労働法を含む）

前田博史 労働組合

常任幹事 松浦　洋一郎 社会保険労務士

皆川 洋美 弁護士

村上陽子 労働組合

脇田 滋 研究者（労働法を含む）

渡部 あさみ 研究者（労働法を含む）

渡辺しのぶ 家族の会

会計監事 松浦 章 研究者（労働法を含む）

 

過労死防止学会 役員名簿 第４期 2021-2022 年度 

 

 

 



編集委員会からの提案 
 

 
1． 過労死防止学会誌編集委員会規程について 

 
 

過労死防止学会誌編集委員会規程（案） 
 
第 1条（目的）編集委員会は、『過労死防止学会誌』（以下、単に『学会誌』と略す）の編集・
刊行を通じて、当学会の研究活動の活性化を図ることを目的とする。 
 
第 2条（職務）編集委員会は、次の職務を行う。 
（１） 原則として、全国大会の開催年度末までに『学会誌』を刊行する。 
（２） 大会報告者への原稿依頼、投稿論文等の募集・受付、査読の分担・レフリーへの査

読依頼、査読結果に基づく掲載可否の決定、誌面構成の決定などを行う。 
（３） 投稿規定は別途定める。 

 
第 3条（編集委員会の構成・選任・任期） 
（１） 編集委員会は、委員長 1名と若干名の委員から構成する。 
（２） 委員長は、常任幹事会の互選により選任する。 
（３） 委員は、専門分野を考慮して常任幹事会の推薦に基づき、幹事会で選任する。 
（４） 編集委員の任期は２年とし、再任も可とする。 
 
第 4条（改訂）本規程は、幹事会の承認を得て改訂することができる。 
（制定・施行期日）この規程は、2022年 月 日より制定・施行する。 

 
 
 

2． 編集委員の選任について 
➢ 医学系：天笠崇さん 推薦人：粥川裕平さん 黒田兼一さん 
➢ 法律系：緒方桂子さん 推薦人：黒田兼一さん 

 
   現委員：高田好章さん 細川孝さん 松浦章さん 長井偉訓さん 
 
 尚、天笠崇さんと緒方桂子さんの任期は、現委員の任期（2021年〜2023年総会まで）と
整合性を持たせるために、特例として、2023年総会までの 1年とする。 
 
 
 
3． 学会誌の公開について 

➢ 発行から 1年後に、学会 HPにて一般公開する。 
 

 

 

 


